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国
、
自
治
体
の
存
在
目
的
が
、
国
民
・
住
民
の
福
祉
の
向
上
で
あ
る
以
上
、
地
域
の
振
興
開
発
に
国
も
自
治
体
も
政
治
的
責
任
を
負

う
の
は
当
然
で
あ
る
。
沖
縄
が
他
の
府
県
と
異
な
る
点
は
、
地
域
の
振
興
開
発
に
つ
い
て
の
国
の
政
治
責
任
が
、
特
別
に
法
律
の
レ
ベ

ル
で
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
地
域
の
開
発
に
つ
い
て
、
国
の
事
務
や
特
例
を
定
め
る
法
律
は
沖
縄
だ
け
で
は
な
厄
が
、
そ
の

内
容
は
質
量
と
も
異
な
る
。
す
な
わ
ち
、
沖
縄
振
興
開
発
特
別
措
置
法
（
以
下
「
沖
振
法
」
）
を
始
め
、
沖
縄
開
発
庁
設
置
法
、
沖
縄

振
興
開
発
金
融
公
庫
法
、
沖
縄
の
復
帰
に
伴
う
特
別
措
置
法
顎
に
よ
っ
て
、
国
は
沖
縄
振
興
開
発
の
政
治
責
任
を
明
確
に
さ
れ
て
い
る

と
言
え
る
。
そ
の
具
体
的
仕
組
み
は
、
沖
縄
開
発
庁
の
設
置
、
内
閣
総
理
大
臣
の
策
定
す
る
沖
縄
振
興
開
発
計
画
、
高
率
補
助
、
自
由

貿
易
地
域
な
ど
の
特
別
措
置
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
仕
組
み
が
、
ど
の
程
度
の
効
果
を
挙
げ
て
い
る
か
は
、
実
証
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
は
思
え
な
い
。

一
九
九
八
年
の
知
事
選
後
、
沖
縄
振
興
一
二
世
紀
プ
ラ
ン
や
沖
縄
経
済
新
法
等
が
喧
伝
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
プ
ラ
ン
や
新
法
が
、
中

身
不
明
で
あ
り
な
が
ら
期
待
感
で
迎
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
従
来
の
仕
組
み
が
、
所
期
の
目
的
を
達
し
得
な
い
の
か
、
既
に
目
的
を

達
し
た
の
か
、
十
分
の
効
果
を
上
げ
得
ず
に
行
き
詰
ま
り
に
あ
る
の
か
の
ど
ち
ら
か
で
あ
り
、
そ
れ
を
脱
却
す
る
新
し
い
何
か
が
求
め

八
研
究
ノ
ー
ト
ｖ

Ｉ

沖
縄
振
興
開
発
特
別
措
置
法
に
お
け
る
高
率
補
助
の
諸
問
題仲

地
博



琉大法学第62号（1999） 310

ｎ
ｕ

（
３
）

と
こ
ろ
で
、
補
助
金
と
は
、
行
政
上
の
目
的
を
達
す
る
た
め
に
交
付
さ
れ
る
現
金
的
給
付
を
い
う
。
民
間
に
対
す
る
補
助
金
Ｊ
Ｕ
も
と

よ
り
あ
る
し
、
地
方
公
共
団
体
が
交
付
す
る
補
助
金
も
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
国
か
ら
地
方
公
共
団
体
に
交
付
さ
れ
る
補
助
金
が
中
心
と

（
４
）

な
る
。
地
方
ロ
ロ
治
に
お
け
る
補
助
金
の
問
題
点
に
つ
い
て
は
、
本
稿
で
は
触
れ
な
い
。

周
知
の
よ
う
に
、
沖
縄
県
は
、
戦
後
二
七
年
間
米
軍
統
治
下
に
置
か
れ
た
。
’
九
七
二
年
の
施
政
権
返
還
後
も
広
大
な
米
軍
基
地
が

存
在
す
る
。
沖
縄
の
こ
の
よ
う
な
特
殊
事
情
に
鑑
み
て
沖
振
法
は
、
「
総
合
的
な
沖
縄
振
興
開
発
計
画
を
策
定
し
、
及
び
こ
れ
に
基
づ

く
事
業
を
推
進
す
る
等
特
別
の
措
置
を
識
ず
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
基
礎
条
件
の
改
善
並
び
に
地
理
的
及
び
自
然
的
特
性
に
即
し
た
沖

縄
の
振
興
開
発
を
図
り
、
も
っ
て
住
民
の
生
活
及
び
職
業
の
安
定
並
び
に
福
祉
の
向
上
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
」
と
躯
っ
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、
沖
振
法
の
主
な
内
容
は
、
振
興
開
発
計
画
の
内
容
並
び
に
策
定
手
続
き
と
そ
の
事
業
推
進
の
た
め
の
特
別
措
置
で
あ

（
５
）

る
。
特
別
措
置
は
多
岐
に
わ
た
る
。
こ
れ
ら
の
特
別
措
置
の
う
ち
、
本
稿
で
は
、
い
わ
ゆ
る
高
率
補
助
を
取
胸
ｖ
上
げ
る
。
沖
振
法
五
条

は
、
国
の
負
担
又
は
補
助
の
割
合
の
特
例
を
定
め
い
る
。
す
な
わ
ち
、
沖
縄
振
興
開
発
計
画
で
定
め
る
事
業
の
負
担
又
は
補
助
割
合
を
、

法
令
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
政
令
で
定
め
る
割
合
と
す
る
の
で
あ
る
。
他
の
地
域
と
比
較
し
て
、
最
も
高
い
割
合
の
補
助
（
高
率
補
助
）

ら
れ
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
よ
う
。
新
し
い
仕
組
み
は
、
現
在
の
仕
組
み
の
点
検
の
上
に
立
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
新
し
い
仕
組
み
は
、

現
在
の
仕
組
み
の
問
題
点
を
明
確
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て
構
想
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
全
面
的
検
討
は
、
各
分
野
の
専
門

家
が
行
政
と
共
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
可
能
で
あ
る
。
本
稿
は
、
沖
縄
振
興
開
発
に
お
け
る
従
来
の
財
政
制
度
、
特
に

高
率
補
助
に
焦
点
を
し
ぼ
り
、
問
題
点
の
概
略
を
描
き
出
す
こ
と
に
よ
り
、
今
後
の
検
討
の
手
掛
か
り
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
。
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Ⅲ

｜
高
率
補
助
が
沖
振
法
等
で
制
度
化
さ
れ
た
結
果
、
沖
縄
に
は
手
厚
い
財
政
上
の
措
置
が
な
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
補
助
事
業
を

含
め
て
、
復
帰
後
の
国
の
沖
縄
に
対
す
る
財
政
投
資
は
五
兆
三
千
億
円
と
い
わ
れ
、
こ
の
限
り
で
数
字
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
数
字

は
、
「
国
は
こ
れ
ほ
ど
多
額
の
投
資
を
し
政
治
責
任
を
果
た
し
て
き
た
」
、
あ
る
い
は
「
こ
れ
ほ
ど
投
資
を
し
た
が
効
果
は
不
十
分
で
あ

る
」
と
い
う
文
脈
の
中
で
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。
誤
解
し
て
な
ら
な
い
こ
と
は
、
国
は
沖
縄
の
み
に
財
政
投
資
を
行
っ

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
で
あ
る
。
国
は
他
の
地
域
で
も
、
補
助
金
を
交
付
す
る
な
ど
投
資
を
行
っ
て
い
る
。
五
兆
三
千
億
円
が
多

い
か
少
な
い
か
、
そ
れ
を
何
を
基
準
に
し
て
判
断
す
る
か
が
問
題
で
あ
る
。

行
政
投
資
実
績
で
見
て
み
よ
う
。
行
政
投
資
実
績
は
、
道
路
、
農
林
水
産
、
下
水
道
、
国
土
保
全
、
文
教
施
設
、
住
宅
、
都
市
計
画
、

厚
生
福
祉
、
水
道
、
環
境
衛
生
、
港
湾
、
空
港
、
工
業
用
水
等
に
、
国
、
都
道
府
県
、
市
町
村
が
、
行
っ
た
投
資
の
合
計
で
あ
る
。
表

（
７
）

２
と
３
は
、
最
近
一
一
年
の
、
都
道
府
県
ご
と
の
総
投
資
額
、
｜
人
当
た
り
投
資
実
績
、
可
住
地
単
位
面
積
当
た
り
投
資
額
で
あ
る
。
一
一

年
分
だ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
表
か
ら
言
い
得
る
こ
と
は
、
各
都
道
府
県
の
行
政
投
資
実
績
の
総
額
は
、
年
度
に
よ
る
変
動
が
少
な
い
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
人
口
一
人
あ
た
り
で
見
た
場
合
、
沖
縄
は
、
平
成
七
年
度
一
八
位
、
平
成
八
年
度
一
七
位
で
あ
る
。
可
住
地
単
位

面
積
当
た
り
で
見
る
と
、
両
年
度
と
も
一
○
位
で
あ
る
。
沖
縄
は
、
突
出
し
て
上
位
の
レ
ベ
ル
に
あ
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
他
の

が
行
わ
れ
て
い
る
の
が
沖
振
法
の
特
色
と
言
え
る
。

沖
振
法
は
、
一
○
年
の
時
限
法
で
あ
る
が
、
二
度
延
長
さ
れ
、
現
在
は
第
三
次
の
振
興
開
発
計
画
の
期
間
中
に
あ
る
。
そ
の
間
に
、

（
６
）

国
の
財
政
事
情
や
格
差
是
正
の
効
果
等
に
よ
っ
て
補
助
率
の
削
減
も
あ
っ
た
が
、
高
率
補
助
の
基
本
は
〈
７
日
も
変
わ
ら
な
い
。
表
１
は
、

沖
振
法
第
五
条
に
よ
る
特
例
措
置
（
高
率
補
助
）
を
「
本
土
」
と
比
較
す
る
も
の
で
あ
る
。
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表１沖縄振興開発計画に基づく国庫補助負担の特例措鬮

事業例

農業試験研究施設

土地改良事業（国営事業のみ）

農業用用排水施設の整備事業

農用地開発事業（開田、開畑）

家畜保険衛生所

林業施設

復旧治山・予防治山

防災林造成

漁港

外郭施設・水域施設

係留施設

輸送施設・漁港施設用地

道路

一般国道・県道

改築

修繕

維持（国道指定区間内）

土地区画整理事業（新築・改築）

市街地再開発事業（新築・改築）

市町村道

改築

土地区画整理事業（新設・改築）

港湾・漁港

水域施設・外郭施設

係留施設

臨時交通施設・港湾施設用地

第２種空港

第３種空港

第１種公営住宅

第２種公営住宅

住宅地区改良

簡易水道

し尿処理施設

ごみ処理施設

都市公園

消防施設

伝染病院等

縄 本 土沖

1/２10/10

8Ｍo(ため池､/10）

7ＭO~8/10(開畑のみ）

６/10

6.5/10～7.5/1０

１/２10/1０

2/３

１/２

10/1０

８/1０

7/10.7.5/1０

６/10

5/１０．６/10’
10/1０

｝
2/３．３/４

１/２

１/２

２/３

２/３

10/1０

9/10

8/1０

2/３

２/３

8/10

9/10

4/１０．５/10.7.5/1０

４/１０．５/１０

４/１０，５/1０

7.5/1０

５/1０

１/２

２/３

２/３

１/４

１/３

１/４

１/２．１/３（用地）

１/３

１/３

’ 10/1０

｝ 10/1０

２/3

7.5/1０

7.5/1０

２/３

5/10

5/1０

５/1０

２/10

7.5/1０
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児童福祉施設

助産施設・母子寮，保育所

乳児院・精ﾈﾘ'薄弱児施設

重症心身傷害児施設

身体障害者更生援護施設

生活保護施設

授産施設

その他の保護施設

婦人相談所・婦人保護施設

精神薄弱者援護施設

養護老人ホーム・特別養護老人ホーム

義務教育施設等

公立小中学校建物（含盲、聾、養護
学校の小中学部）

校舎・屋内運動場，特殊学校建物

統合校舎等

危険建物等

公立小中学校一般教材（含盲、聾、
養護学校の小中学部）

公立中学校産業教育設備（含盲、聾、
養護学校の中学部）

公立小中学校理科教育設備（含盲、
聾、養護学校の小中学部）

へき地学校教職員宿舎

へき地施設

公立小中学校学校給食施設

公立小中学校水泳プール

高等学校教育施設等

公立高等学校危険建物（含盲、聾、
養護学校の高等部）

公立高等学校産業教育施設、設備
（含盲、聾、養護学校の高等部）

公立高等学校理科教育設備

通常砂防、緊急・特殊緊急砂防

海岸保全施設

地すべり防止施設

渓流
その他

二級河川の改良工事

7.5/1０

２/３

８/1０

1/２

５/10

5/10

5/1０2/３

Ｉ
7.5/1０

２/３
1/２

２/３

２/3

7.5/1０

5/10

5/10

1/２
１
１

｝9/1０ 1/２

7.5/10

7.5/10

7.5/10

7.5/1０

1/２

１/３

１/３

１/２

7.5/1０

２/3

7.5/10

7.5/1０

１/３

１/３

１/２

２/３

１/２．２/３

２/３

６/10

7.5/1０

10/10
-

10/1０

8/10

6/1０

2/３

１/２

１/２10/1０

資料出所：鈴木慶明「補助金」（現代地方自治全集14）479頁（ぎようせい昭和52年）
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都
道
府
県
の
順
位
も
そ
れ
ほ
ど
変
化
は
な
い
。
そ
れ
か
ら
推
測
す
る
と
、
五
兆
三
千
億
は
、
他
の
府
県
に
比
べ
必
ず
し
も
多
く
な
い
可

能
性
が
あ
る
。
も
し
少
な
い
と
な
れ
ば
、
「
政
治
責
任
を
果
た
し
た
」
と
言
え
る
か
は
疑
問
が
あ
る
し
、
ま
た
、
効
果
を
十
分
あ
げ
ら

れ
な
か
っ
た
の
も
あ
る
面
で
や
む
を
え
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
ず
、
こ
の
点
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
少
な
く
と
も
行

政
投
資
実
績
の
復
帰
後
の
累
計
に
よ
り
検
討
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
、
問
題
の
指
摘
に
と
ど
ま
る
。

二
高
率
補
助
の
仕
組
み
の
検
討
は
二
つ
の
点
で
行
わ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
第
一
は
、
そ
の
財
政
的
効
果
で
あ
る
。
高
率
補
助
は
、

自
己
財
源
の
少
な
い
沖
縄
の
自
治
体
財
政
に
と
っ
て
生
命
線
の
よ
う
に
思
わ
れ
て
き
た
。
現
に
市
町
村
は
、
復
帰
後
に
続
々
新
築
し
た

校
舎
が
建
替
え
時
期
に
入
り
始
め
、
高
率
補
助
が
な
く
な
る
こ
と
を
恐
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
一
部
で
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
が
、
以

外
と
知
ら
れ
て
い
な
い
の
が
、
補
助
率
が
高
く
な
る
と
、
反
面
に
お
い
て
地
方
交
付
税
交
付
金
が
少
な
く
な
る
と
い
う
仕
組
み
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
公
共
事
業
に
お
け
る
自
治
体
の
い
わ
ゆ
る
蕊
負
担
は
、
交
付
税
算
出
の
際
の
基
準
財
政
需
要
額
に
算
入
さ
れ
る
。
基
準

財
政
需
要
額
は
、
単
位
費
用
に
測
定
単
位
の
数
値
と
補
正
係
数
を
乗
じ
て
算
出
さ
れ
る
が
、
補
正
係
数
の
ひ
と
つ
に
事
業
費
補
正
が
あ

る
。
事
業
費
補
正
と
は
、
「
各
地
方
公
共
団
体
ご
と
の
公
共
事
業
費
の
地
方
負
担
額
及
び
そ
の
財
源
に
充
て
ら
れ
た
地
方
債
の
元
利
償

（
８
）

還
金
等
を
指
標
と
し
て
、
そ
れ
ら
の
一
定
割
ム
ロ
の
額
を
基
準
財
政
需
要
額
に
割
増
算
入
す
る
た
め
の
補
正
で
あ
る
」
。
基
準
財
政
需
要

額
は
、
あ
る
べ
き
財
政
需
要
と
さ
れ
る
が
、
事
業
費
補
正
は
、
現
実
の
財
政
需
要
を
基
準
財
政
需
要
額
に
反
映
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

仮
に
一
○
割
国
庫
負
担
で
あ
る
と
す
る
と
、
自
治
体
に
お
け
る
財
政
需
要
は
な
か
っ
た
こ
と
に
な
り
、
基
準
財
政
需
要
額
に
算
入
さ
れ

ず
、
交
付
税
で
措
置
さ
れ
な
い
。
し
か
し
、
五
割
国
庫
補
助
、
五
割
自
治
体
負
担
で
あ
れ
ば
、
財
政
需
要
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
り
、
そ

の
内
の
一
定
割
合
が
、
基
準
財
政
需
要
額
に
算
入
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

高
率
補
助
で
財
政
的
に
プ
ラ
ス
と
な
っ
た
額
と
そ
の
分
交
付
税
が
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
た
額
を
差
し
引
い
た
試
算
が
必
要
で
あ
る
。
事

業
ご
と
に
詳
細
に
調
べ
な
い
と
い
け
な
い
が
、
基
準
財
政
需
要
額
算
出
の
際
の
単
位
費
用
・
測
定
単
位
の
数
値
・
補
正
係
数
の
設
定
に
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表２○平成７年度都道府県別行政投資額

資料出所：http://www・mhago・jp/news/980331.hｔｍｌ

区分

都道府県

総投資額

投資額 櫛成比 対ii鞭

1人当たり投資額

金額 対全国指数

可住地単位面積当
たり行政投資額

金額 対全国指数

国
道
森
手
城
田
形
島
城
木
馬
玉
葉
都
川
潟
山
川
井
梨
野
阜
岡
知
重
賀
都
阪
庫
良
山
取
根
山
鳥
口
島
川
媛
知
岡
賀
崎
本
分
崎
島
縄

海
京
奈

歌
児

全
北
青
岩
宮
秋
山
福
茨
栃
群
埼
千
束
神
新
富
石
福
山
長
岐
静
愛
三
滋
京
大
兵
奈
和
鳥
島
岡
広
山
徳
香
愛
高
福
佐
長
熊
大
宮
鹿
沖

百万円

50,894,394
３

１
１
１
５
２
１

１

９
℃

？
９
９
，
？

▼

６
８
２
６
８
７
１
０
７
８
０
４
９
７
８
４
９
９
１
６

６
５
９
５
３
５
８
４
８
１
１
６
９
３
５
８
７
１
２
９

０
５
６
１
９
１
６
０
５
２
５
３
５
３
０
４
７
９
１
９

■
、
■
、
。
■
。
■
０
９
●
□
▼
◆
Ｐ
Ｄ
Ｐ
●
Ｐ
Ｃ
ヶ
⑪
ワ
Ｆ
一
●
▼
勺
一
勺
。
●
▼
●
』
●
。
■

８
１
５
８
８
９
２
１
４
８
２
５
５
６
９
２
７
７
４
４

９
４
６
２
６
２
９
６
５
２
７
６
１
１
７
７
８
３
７
５

２
６
７
９
６
６
８
０
６
７
６
６
０
３
３
５
５
４
４
３

895,807
1,186,863
2,249,931
729,831
549,637
951,838

2,869,378
301771298
532,663
4411797

372,163
491,772
7701267

11114,186
６２９０５２０
4660563
382､566
717,106
502,534

1,509,268
472,730
766,250
761,499
594,910
547,912
849,897
615,946

％
Ｄ
５
８
５
８
３
２
Ｂ
Ｊ
８
４
８
８
９
６
７
Ｊ
２
９
９
７
８
８
４
４
Ｊ
９
６
２
Ｄ
９
７
Ｄ
５
２
２
９
８
４
０
０
９
５
５
２
Ｊ
７
２

０
６
１
１
１
１
１
１
２
１
１
３
３
９
４
２
１
１
０
０
２
１
２
４
１
１
１
５
６
１
０
０
１
１
２
１
０
０
１
１
３
０
１
１
１
１
１
１

１１

％
４
１
６
１
４
９
７
８
４
０
９
９
５
４
，
４
９
８
５
７
６
８
８
Ｂ
Ｄ
７
２
２
９
２
Ｂ
７
９
２
３
Ｂ
９
７
６
７
Ｊ
９
Ｊ
２
５
１
６
Ｂ

６
３
２
５
０
９
０
７
５
０
２
８
１
４
０
０
９
０
８
１
０
５
１
６
５
４
３
５
０
７
３
０
９
２
４
６
７
５
０
６
３
７
０
２
０
２
２
１

０
１
０
０
０
０
１
９
０
１
１
９
９
０
９
１
０
１
９
１
１
０
０
０
０
０
０
０
５
０
０
０
９
０
０
０
１
１
０
０
０
０
２
０
０
０
０
１

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

円

405,307
579,421
433,192
539,600
398,693
551,474
500,921
418,510
359,066
329,933
363,564
247,449
2871280
4260026
280,938
5540284
509,781
498,118
530,168
538,162
617,873
426’575
317,598
327,596
396,432

427,068
362,053

326,177
588,279
372,492
409,071
606,129
637,837
395,009
386,736
404,836
560,772
372,508
476,166
615,851
305,953
534,762
496,276
409,628
483,274
466,308
473,744
483,854

０
３
７
３

０
４
０
３

１
１
１
１

ロ
）
６
４
月
ｄ
Ｑ
ｙ
１
〈
Ｕ
１
１
５
ｑ
ｖ
７
〈
ｏ
ｎ
ｊ
１
ｑ
〕
の
△
戸
。
（
Ｕ
ｄ
１
（
Ｕ
Ｐ
ｏ
ｑ
Ｘ
Ｕ
［
０
０
写
ｌ
ｎ
Ｕ
句
１
句
１
５
〈
Ｕ
Ｒ
）
ワ
：
ｒ
ワ
旨
ロ
ワ
】
Ｄ
】
１
０
］
０
句
Ｉ
０
Ｕ

ｑ
ｖ
ｎ
ｏ
９
】
（
Ｕ
（
ひ
（
Ｕ
ｏ
Ｊ
〈
ｂ
７
ｎ
Ｕ
ｎ
Ｄ
ｎ
ｄ
ワ
】
ｏ
』
ｎ
ｄ
ｎ
ｄ
Ｆ
Ｄ
（
Ｕ
か
Ｉ
（
Ｕ
ｑ
ｕ
（
Ｕ
、
。
ｎ
ｂ
４
二
ｑ
Ｘ
Ｕ
Ｆ
ｏ
Ｐ
ｏ
Ｑ
ｖ
ｏ
ｖ
（
Ｕ
ｎ
ｄ
Ｑ
Ｊ
Ｓ
１
【
ｏ
【
ｌ
ｎ
ｄ
Ｏ
ｐ
ｎ
Ｕ
１
１
１
曰
１

１
１
１

１
１
１
１
１
１
１
１

１
１
１
１
１

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

千円

410,465
121,061
2050102
217,218
301,643
２１０Ⅱ490
238,951
228,190
270,535
230,814
340,289
656,659
479,794

3,671,741
1,624,360
342,623
413,048
446,301
414,304
490β08

463,405
467#053
438,442
771,581
364,187
431,765
842,335

2,190,365
１’162,142
626,663
4071938
4091871
370,589
3401826
4851696
355Ⅱ862
4600121
392,375
425,835
428,053
551,633
353,311
467,511
277,717
336,678
297,294
258,092

511,159

０
９
０
３
３
１
８
６
６
６
３
０
７
５
６
３
１
９
１
０
３
４
７
８
９
５
５
４
３
３
９
０
０
３
８
７
２
６
４
４
４
６
４
８
２
２
３
５

０
２
５
５
７
５
５
５
６
５
８
６
１
９
９
８
０
０
０
２
１
１
０
８
８
０
０
３
８
５
９
０
９
８
１
８
１
９
０
０
３
８
１
６
８
７
６
２

１
１
１
８
３
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
５
２
１
１

１
１
１
１
１
１

１



琉大法学第62号（1999） 316

表３○平成８年度都道府県別行政投資額

亘ｏｊＤ／ｎｅｗｓ/98[】資料出所：http://www・mha．ｇｏ･]ｐ/news/980331.hｔｍｌ

区分

都道府県
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可住地単位面積当
たり行政投資額

金額 対全国指数

国
道
森
手
城
田
形
島
城
木
馬
玉
葉
都
川
潟
山
川
井
梨
野
阜
岡
知
重
賀
都
阪
庫
良
山
取
根
山
鳥
ロ
島
川
媛
知
岡
賀
崎
本
分
崎
島
縄

海
京
奈

歌
児

全
北
青
岩
宮
秋
山
福
茨
栃
群
埼
千
束
神
新
富
石
福
山
長
岐
静
愛
三
滋
京
大
兵
奈
和
鳥
島
岡
広
山
徳
香
愛
高
福
佐
長
熊
大
宮
鹿
沖

円
皿
弘
、
醒
団
血
ね
瀦
躯
印
兜
妃
皿
皿
哩
茄
叫
鍋
叫
皿
砠
羽
皿
Ｗ
ｍ
ｗ
雛
卵
ｎ
ｍ
”
、
船
舶
、
ｕ
姐
皿
恥
而
刈
鴎
灯
四
斫
坊
、
以

万
鮠
坦
砧
叩
叩
恥
坤
翠
、
、
率
単
坤
印
噸
哩
咀
理
卵
堺
籾
叩
叩
哩
叩
蛎
銅
汀
躯
躯
叫
聰
、
即
叱
胆
距
恥
印
頑
鋼
鏥
咽
釦
卵
迦
鋼
“

百
ｍ
肥
的
而
肥
飴
閖
師
皿
閖
、
印
佃
蛆
Ⅳ
佃
路
鍋
似
始
鋼
師
皿
、
犯
皿
閉
閑
躯
印
妬
妬
矼
朽
妬
帥
把
妃
師
灼
Ｗ
ｎ
ｍ
氾
晒
融
師
印

９
３

１
１
１
４
２
１

１
１
２

２
３

１
１

４

％
０
３
３
６
９
４
３
８
１
３
４
３
０
１
４
９
２
２
９
９
７
８
５
３
５
１
８
５
８
０
９
７
０
６
１
２
０
９
４
０
０
８
４
５
１
１
８
２

●
Ｄ
Ｃ
●
●
●
●
●
■
ｃ
●
●
の
■
●
●
■
印
』
●
●
●
■
●
巳
印
●
●
●
■
●
■
◆
●
●
●
●
■
●
ｂ
●
●
●
●
①
●
●
■

０
６
１
１
１
１
１
１
２
１
１
３
３
９
４
２
１
１
０
０
２
１
２
４
１
１
１
５
６
１
０
０
１
１
２
１
１
０
１
１
３
０
１
１
１
１
１
１

０１

％
５
４
２
６
３
０
２
７
９
４
５
２
９
４
０
０
６
３
５
７
７
１
０
３
７
１
１
７
８
６
２
１
９
８
３
６
４
０
３
０
６
５
５
２
２
１
７
８

６
３
９
０
０
０
１
６
５
７
６
６
９
９
４
４
１
９
７
７
８
８
２

９
９
９
０
０
０
０
９
９
９
９
９
８
８
９
０
０
９
９
９
９
９
０

１
１
１
１

１
１

１

３
８
９
４
３
４
５
４
６

９
９
９
９
９
０
９
０
９

１
１

３
９
４
５
３
２
４
９
７
７
１
５
０
９
２
８

０
９
９
９
０
１
９
９
９
８
９
９
９
９
０
９

１
１
１

１

円
５
３
８

１
７
０

３
８
５

■
Ｐ
ｑ
▽
■

０
０
９

９
４
２

３
５
４

６
０
５
８
１

２
４
８
４
３

７
１
１
５
１

，
二
ロ
ロ
▲
▼
■
勺
●

２
８
３
７
４

４
９
５
０
０

５
３
５
５
４

８９５２４３

６
６
４
２
２
４

５
７
２
７
２
８

１
５
２
０
１
８

●
Ｐ
●
▽
●
▼
０
Ｆ
０
▽
■

０
９
６
７
１
２

２
４
３
５
８
６

３
３
２
２
３
２

４
２
３
６
３
９
３
１
５
９
８
７
８
２
５
８
９
４
３
４
７
４
６
３
９
０
６
４
７
２

４
９
０
９
６
７
９
０
１
５
５
４
２
９
２
１
９
２
０
０
６
８
１
５
７
９
２
２
７
６

５
８
６
５
５
２
３
８
５
６
５
３
３
４
１
７
１
６
８
５
２
６
２
２
２
４
３
１
５
０

０
Ｆ
▲
Ｐ
■
ワ
１
Ｇ
Ｆ
。
●
Ｐ
七
Ｆ
｜
■
ヶ
●
▽
●
ケ
勺
●
▽
■
▽
ロ
▼
｜
、
。
●
▼
●
々
ｃ
ｃ
▼
●
ワ
白
▼
●
。
Ｓ
▽
Ｇ
ロ
Ｃ
▽
●
▽
０
▼
●
▽
■

Ｆ
Ｄ
〈
。
ｑ
〉
Ｐ
、
ワ
ニ
〈
ｂ
７
ワ
ニ
４
△
ｑ
〉
ｑ
〉
、
）
５
ｌ
ｂ
４
二
〈
ｂ
の
“
４
，
．
４
。
ハ
ロ
（
Ｕ
庁
Ｉ
ｑ
ｖ
（
Ｕ
７
７
ｑ
Ｐ
Ｏ
ｑ
ｖ
〔
ｂ

【
１
１
０
）
勺
上
ワ
】
（
Ｕ
『
１
９
白
０
月
）
１
４
具
０
１
戸
。
ワ
』
（
Ｕ
ｄ
４
Ｑ
Ｕ
（
ｂ
（
け
（
Ｂ
１
ｄ
４
１
Ｑ
Ｕ
ｎ
Ｃ
Ｐ
Ｕ
〔
ｄ
ｎ
ｊ

Ｆ
ｏ
岸
０
４
房
Ｄ
Ｐ
Ｃ
〈
ｂ
４
ｎ
Ｏ
ｎ
ｄ
ｎ
ｄ
４
ｎ
ｄ
ｎ
０
（
ｂ
ｎ
ｄ
４
員
、
〈
ｂ
ｎ
ｊ
ｎ
ｄ
ｎ
ｄ
５
４
４
〈
ｂ
９
］
４
△
４
句
０
４

４
４
２

３
９
８

５
７
５

９
●
０
。
■

１
６
４

６
８
７

４
４
４

０
９
０
９
２
２
０
４
８
２
０
１
６
８
７
７
２
６
２
４
５
７
３
８
０
７
７
８
８
１
９
９
０
１
３
９
９
７
５
６
６
０
７
０
２
８
５
２

０
３
１
３
０
４
３
０
８
８
９
６
６
９
６
４
３
２
３
３
５
０
８
７
０
０
８
７
５
９
０
４
７
０
９
９
４
０
１
５
７
２
１
０
１
１
２
２

１
１
１
１
１
１
１
１

１
１
１
１
１
１
１

１
１

１
１
１
１
１

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

千円

396,189
１１３ｉ122
203,494
218,476
302,519
210,447
241,919
220,660
259,525
224,877
328,504
631,507
431,268

3,284,181
1,526,607
356,337
419,555
443,006
403,892
479,287
457゛405
458,305
447,056
719,506
359,327
427,798
792,437

2,050,190
1,217,927
599,096
425,142
393,690
3851152
340,134
457,934
340,200
475,886
439,468
401,500
423,660
538,331
309,106
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よ
っ
て
は
高
率
補
助
の
意
義
を
減
殺
す
る
よ
う
な
結
果
が
で
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
点
も
問
題
提
起
に
と
ど
ま
る
。
特
定
の
市
町
村

の
特
定
の
年
度
で
、
算
出
可
能
と
思
わ
れ
る
の
で
、
適
切
な
機
関
で
試
算
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

三
高
率
補
助
制
度
の
検
討
の
第
二
の
点
に
な
る
が
、
何
を
高
率
補
助
の
対
象
事
業
と
す
る
か
の
問
題
で
あ
る
。
高
率
補
助
に
際
し

て
対
象
事
業
と
補
助
率
の
か
さ
上
げ
は
、
沖
振
法
並
び
に
同
施
行
令
で
定
ま
っ
て
い
る
。
他
方
、
事
業
費
補
正
の
対
象
事
業
は
、
筆
者

に
と
っ
て
は
か
な
り
わ
か
り
づ
ら
い
。
お
そ
ら
く
普
通
交
付
税
に
関
す
る
省
令
第
一
二
条
第
六
項
に
測
定
単
位
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い

る
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
交
付
税
法
の
体
系
が
あ
ま
り
に
複
雑
精
繊
な
技
術
的
法
で
あ
り
、
両
者
の
比
較
は
、
筆
者
の
力
の
及

ぶ
と
こ
ろ
で
は
な
い
。
た
ぶ
ん
言
い
得
る
こ
と
は
、
事
業
費
補
正
の
対
象
で
な
い
も
の
に
対
し
て
、
高
率
補
助
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
全

体
と
し
て
有
利
な
財
政
措
置
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
で
あ
れ
ば
、
事
業
費
補
正
の
対
象
と
な
る
場
合
は
補
助
率
の
削
減
も
容
認
し
、
そ

の
分
対
象
に
な
っ
て
い
な
い
も
の
は
、
補
助
率
の
さ
ら
な
る
か
さ
上
げ
を
求
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
高
率
補
助
が
自
治
体
統
制
の

手
段
で
は
な
く
特
定
の
自
治
体
の
財
政
面
の
優
遇
措
置
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
う
主
張
す
る
こ
と
に
正
当
性
が
あ
る
。

四
さ
ら
に
、
以
上
の
議
論
と
は
別
に
し
て
、
高
率
補
助
の
対
象
事
業
の
全
面
的
見
直
し
は
必
要
で
あ
る
。
沖
縄
の
整
備
水
準
が
全

国
平
均
を
越
え
た
も
の
は
、
補
助
率
を
全
国
並
に
す
べ
き
で
あ
る
。
格
差
是
正
と
い
う
沖
縄
振
興
開
発
計
画
の
目
標
か
ら
そ
う
あ
る
べ

き
で
あ
り
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
国
民
的
理
解
を
得
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
反
面
、
沖
縄
の
歴
史
の
後
遺
症
に
基
づ
く
、
な
お
是
正
さ

れ
な
い
て
い
な
い
格
差
の
洗
い
だ
し
が
必
要
で
あ
る
。
道
路
の
普
及
状
況
（
人
口
千
人
あ
た
り
実
延
長
で
全
国
四
七
都
道
府
県
中
四
三

位
、
自
動
車
百
台
当
た
り
実
延
長
四
四
位
と
低
い
、
但
し
面
積
当
た
り
で
は
二
二
位
）
が
代
表
例
で
あ
り
、
そ
の
格
差
の
是
正
は
、
用

地
に
対
す
る
高
率
補
助
で
な
け
れ
ば
容
易
に
解
決
で
き
な
い
。
ま
た
、
格
差
と
し
て
比
較
は
で
き
な
い
が
、
沖
縄
の
特
性
を
さ
ら
に
伸

ば
し
、
も
っ
て
日
本
の
南
の
宝
と
な
る
よ
う
な
事
業
へ
の
高
率
補
助
が
求
め
ら
れ
よ
う
。

五
高
率
補
助
に
代
わ
る
財
政
支
援
方
式
は
、
や
は
り
交
付
税
へ
の
算
入
措
置
で
あ
ろ
う
。
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最
後
に
沖
縄
振
興
開
発
計
画
（
以
下
「
振
計
」
と
略
）
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。

振
計
は
、
国
の
計
画
と
し
て
の
性
格
を
明
瞭
に
す
べ
き
で
あ
る
（
県
が
案
を
策
定
す
る
こ
と
か
ら
県
の
施
策
に
属
す
る
こ
と
も
盛
り

込
み
が
ち
で
あ
る
）
。
目
標
と
す
る
沖
縄
像
を
、
国
と
県
の
共
同
作
業
で
明
確
に
す
る
こ
と
は
、
も
と
よ
り
否
定
し
な
い
し
、
国
の
計

基
地
需
要
を
密
度
補
正
と
し
て
算
入
す
る
の
は
、
平
成
八
年
度
か
ら
市
町
村
、
県
で
実
現
し
た
（
普
通
交
付
税
に
関
す
る
省
令
第
九

条
第
一
項
）
。
基
地
に
よ
っ
て
財
政
需
要
が
生
じ
る
こ
と
は
、
長
く
沖
縄
県
の
主
張
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
平
成
八
年
度
分
の
改
正
に

つ
い
て
は
、
そ
の
立
法
過
程
の
報
道
は
少
な
く
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
自
治
省
が
、
沖
縄
の
基
地
負
担
を
認
め
た
と
推
察
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
密
度
補
正
と
は
、
「
算
定
し
よ
う
と
す
る
行
政
経
費
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
測
定
単
位
以
外
の
特
定
の
指
標
の
数
値
の

（
９
）

多
寡
等
に
よ
っ
て
、
経
費
が
増
加
又
は
減
少
す
る
も
の
に
つ
い
て
適
用
さ
れ
る
補
正
で
あ
る
」
。
こ
の
密
度
補
正
は
、
都
道
府
県
、
市

町
村
と
も
合
衆
国
軍
隊
の
構
成
員
・
砺
属
．
及
び
家
族
、
米
軍
基
地
面
積
、
自
衛
隊
基
地
面
積
を
密
度
と
扱
っ
て
い
る
。
基
地
の
所
在

し
な
い
市
町
村
に
は
補
正
が
行
わ
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
基
地
の
所
在
は
、
社
会
の
全
面
に
影
響
を
与
え
て
お
り
、
雑
地
所

在
市
町
村
の
み
の
問
題
で
は
な
い
。
そ
れ
か
ら
す
れ
ば
、
県
の
補
正
係
数
を
高
く
設
定
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

補
正
に
よ
り
、
交
付
税
の
増
額
は
、
さ
ら
に
工
夫
の
余
地
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。
沖
縄
の
特
性
（
離
島
県
、
亜
熱
帯
）
か
ら
生
じ
る

財
政
需
要
に
よ
る
補
正
あ
る
い
は
補
正
係
数
の
工
夫
を
考
案
す
る
余
地
が
な
い
か
、
検
討
を
要
し
よ
う
。

を
お
願
い
し
た
い
。

以
上
、
高
率
補
助
制
度
を
中
心
と
し
て
、
国
と
沖
縄
県
の
財
政
関
係
の
問
題
点
の
い
く
つ
か
を
検
討
し
た
。
筆
者
は
、
地
方
自
治
に

ト
ー
タ
ル
に
関
心
を
持
つ
も
の
で
あ
る
が
、
財
政
は
本
来
の
専
門
で
は
な
い
。
思
わ
ぬ
誤
解
は
有
り
得
る
こ
と
で
あ
り
、
大
方
の
叱
正

Ⅳ
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画
策
定
に
自
治
体
が
関
与
す
る
こ
と
も
自
治
の
尊
重
と
い
う
面
か
ら
望
ま
し
い
こ
と
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、

国
の
計
画
と
し
て
の
性
格
が
不
明
に
な
っ
て
は
な
ら
な
い
。

振
計
に
お
い
て
、
国
は
一
○
年
間
に
何
を
ど
こ
ま
で
や
ろ
う
と
す
る
か
、
目
標
を
明
確
化
す
る
こ
と
を
求
め
た
い
の
で
あ
る
。
そ
の

意
味
で
、
基
本
構
想
の
性
格
よ
り
、
そ
れ
を
も
っ
と
具
体
化
し
た
基
本
計
画
と
し
て
の
性
格
が
前
面
に
出
る
べ
き
で
は
な
い
か
（
全
国

総
合
開
発
計
画
が
基
本
構
想
と
し
て
の
性
格
を
持
つ
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
－
簡
略
に
過
ぎ
る
が
１
）
。
政
府
は
、
毎
年
の
施
政
方

針
で
、
沖
縄
に
触
れ
る
こ
と
も
あ
れ
ば
触
れ
な
い
こ
と
も
あ
る
。
冒
頭
で
述
べ
た
法
律
に
よ
る
政
治
責
任
を
、
一
○
年
分
具
体
性
を
持
っ

た
計
画
と
し
て
策
定
す
る
こ
と
を
要
望
し
た
い
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
「
高
等
教
育
を
整
備
す
る
」
で
は
な
く
、
「
学
生
数
何
百
、
こ
れ

こ
れ
の
技
術
者
の
養
成
を
行
う
高
等
専
門
学
校
を
何
年
ま
で
に
設
置
す
る
」
と
い
う
よ
う
に
で
あ
る
。
可
能
な
と
こ
ろ
は
、
数
値
目
標

や
具
体
的
施
策
を
入
れ
、
一
○
年
後
に
検
証
が
容
易
に
な
る
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
。
今
、
事
務
邪
業
の
評
価
の
時
代
な
の
で
あ
る
。

（
２
）
「
沖
縄
振
興
開
発
六
法
」
な
る
も
の
が
あ
る
。
最
初
の
版
と
思
わ
れ
る
五
二
年
版
の
冒
頭
で
、
編
集
者
で
あ
る
沖
縄
開
発
庁
総
務
局
総
務
課
長

は
、
「
沖
縄
県
と
い
う
一
つ
の
地
方
公
共
団
体
を
対
象
と
し
て
制
定
さ
れ
た
法
令
は
、
他
に
例
の
な
い
ほ
ど
複
雑
多
岐
で
広
範
な
も
の
と
な
っ
て

お
り
、
国
法
レ
ベ
ル
の
各
分
野
に
わ
た
っ
て
一
つ
の
体
系
を
成
し
、
こ
れ
を
理
解
す
る
こ
と
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
ｃ
こ
の

註

（
１
）
順
不
動
で
あ
る
が
、
例
え
ば
、
奄
美
群
島
復
興
特
別
措
置
法
（
後
改
正
さ
れ
て
奄
美
群
島
振
興
特
別
措
悩
法
）
、
小
笠
原
諸
島
復
興
特
別
措
世

法
、
北
海
道
総
合
開
発
法
、
離
島
振
興
法
、
東
北
開
発
促
進
法
、
九
州
地
方
開
発
促
進
法
、
四
国
地
方
開
発
促
進
法
、
新
産
業
都
市
建
設
促
進
法
、

工
業
整
備
特
別
地
域
整
備
促
進
法
、
産
炭
地
域
振
興
臨
時
措
置
法
、
豪
雪
対
策
法
、
山
村
振
興
法
、
首
都
圏
整
備
法
、
過
疎
地
域
対
策
緊
急
措
置

法
等
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
法
令
は
、
「
現
行
法
規
総
覧
八
二
巻
国
土
計
画
、
第
一
○
巻
地
方
制
度
（
３
）
」
（
第
一
法
規
）

に
纏
め
れ
て
い
る
。
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（
８
）
註
３
の
文
献
二
六
一
頁

（
９
）
註
３
の
文
献
五
五
九
頁

点
に
つ
い
て
は
、
仲
地
博
「
沖
縄
米
軍
基
地
と
法
の
果
た
す
役
割
」
法
律
時
報
六
八
巻
一
二
号
参
照

（
３
）
石
原
信
雄
・
嶋
津
昭
監
修
「
四
訂
地
方
財
政
小
辞
典
」
（
ぎ
よ
う
せ
い
、
平
成
一
○
年
）
参
照
。

（
４
）
沖
縄
に
お
け
る
問
題
に
つ
い
て
は
、
仲
地
博
「
軍
事
基
地
と
自
治
体
財
政
」
沖
縄
国
際
大
学
公
開
講
座
編
集
委
員
会
編
「
沖
縄
経
済
の
課
題
と

展
望
』
（
那
瓢
出
版
社
、
一
九
九
八
年
〉
、
ほ
ぼ
同
様
の
内
容
で
あ
る
が
、
仲
地
博
「
軍
事
基
地
と
財
政
法
」
浦
田
賢
治
編
「
沖
縄
米
軍
基
地
の
法

律
問
題
（
仮
称
）
」
二
粒
社
、
近
刊
）
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

（
５
）
産
業
振
興
の
た
め
の
特
別
措
置
、
自
由
貿
易
地
域
、
電
気
事
業
振
興
の
た
め
の
特
別
措
置
、
職
業
安
定
の
た
め
の
特
別
措
置
、
そ
の
他
に
例
え

ば
、
無
医
地
区
に
お
け
る
医
療
の
確
保
等
で
あ
る
。

財
政
上
の
特
別
措
置
に
つ
い
て
は
、
振
興
開
発
計
画
に
基
づ
く
事
業
以
外
で
も
、
例
え
ば
、
沖
振
法
第
五
条
第
三
項
第
四
項
は
、
災
害
復
旧
事

業
に
つ
い
て
、
公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
事
業
費
国
庫
負
担
法
、
公
立
学
校
施
設
災
害
復
旧
費
国
庫
負
担
法
、
農
林
水
産
業
施
設
災
害
復
旧
事
業

費
国
庫
補
助
の
暫
定
措
置
に
関
す
る
法
律
の
特
例
（
高
率
補
助
）
を
定
め
て
い
る
。
同
様
に
、
海
岸
法
、
水
道
法
の
特
例
が
定
め
ら
れ
て
い
る

（
第
五
条
第
五
項
、
第
六
項
）
。

さ
ら
に
財
政
上
の
特
別
措
置
と
し
て
、
沖
振
法
は
、
道
路
、
河
川
、
港
湾
の
新
築
改
築
工
事
等
の
国
に
よ
る
代
行
制
度
を
定
め
て
い
る
（
沖
振

法
第
六
条
、
第
七
条
、
第
八
条
）
。

（
６
）
沖
縄
開
発
庁
「
公
共
施
設
等
の
整
備
状
況
」
に
よ
れ
ば
、
全
国
の
整
備
状
況
を
上
回
っ
て
い
る
も
の
は
、
面
積
当
た
り
道
路
延
長
、
一
般
道
路

改
良
率
、
住
宅
数
、
上
水
道
普
及
率
、
高
等
学
校
校
舎
整
備
率
、
高
等
学
校
プ
ー
ル
整
備
率
、
十
万
人
あ
た
り
一
般
病
床
数
な
ど
（
沖
縄
タ
イ
ム

ス
一
九
九
九
年
三
月
一
一
日
「
ビ
ッ
ク
バ
ン
改
革
の
は
ざ
ま
で
」
）
。

（
７
）
松
田
賀
孝
「
本
土
復
帰
後
の
沖
縄
経
済
に
つ
い
て
の
若
干
の
考
察
」
経
済
研
究
第
二
六
号
（
琉
球
大
学
法
文
学
部
、
一
九
八
三
年
）
は
、
次
の

よ
う
に
総
括
す
る
（
要
旨
）
。
行
政
投
資
実
績
を
、
県
民
総
生
産
に
対
す
る
割
合
で
見
れ
ば
、
類
似
県
に
比
べ
沖
縄
県
は
や
や
高
い
。
可
住
地
当

た
り
で
見
る
と
、
類
似
県
に
比
べ
多
く
の
行
政
投
資
に
浴
し
て
い
る
。
｜
人
当
た
り
で
見
る
と
、
本
県
が
過
度
に
大
き
い
わ
け
で
は
な
い
。


